






















































The Theory of Social Studies Lessons for Developing Social Viewpoints in 
Elementary School:
The Development of a Teaching Plan for “Water and Our Life”
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・ 今日はまず A・Bの 2つのコップに入った水を飲
んでみて下さい。Aと Bのコップの水、どちら
が美味しいでしょうか。
・Aの方が美味しい（児童 32 名中 16 名、保護者 11
名中 6名）








○ ミネラルウォーターの値段は、水道水の 1000 倍
です。（水道水2L＝0.2円（平均）、ミネラルウォー

















































（平成 26 年 5 月の N小学校での実践を基に筆者作成。当日は授業参観日でもあったため、保護者の協力も仰いだ。）













































































































（4） 本時の学習展開（本時 9 時間目／全 10 時間）　＊本時は主として目標 2）および 3）の達成をめざす
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談社現代新書 , 2004 年 , pp.191-193, 203-206, を参照され
たい。
Ⅳ　おわりに
近年、社会科教育学の分野では、教師のゲート
キーピングという概念が注目を浴びている 12）。
これまでの研究においては、社会科カリキュラム、
社会科授業として、よりふさわしいあり方を求め、
学習指導要領を相対化し、代替案を提示する研究
がメインストリームをなしてきた。しかし、その
ような研究の傾向は、現実に学習指導要領が存在
し、法的拘束力を持つものとして準拠することを
求められる学校現場の教師たちにとっては、遠い
世界の話と捉えられがちであった。そのようなカ
リキュラム論や授業論についての理論的な議論 13）
はそれとして大切にしつつも、重要なのは、現場
の教師自らが社会科という教科に課せられた教育
的役割や目標を意識した上で、その目標を達成す
るために、教えるべき内容を再構成するなどして、
可能な限り中長期のスパンでのカリキュラムをい
かにしてデザインしていけるか、という点である。
ゲートキーピング論とは、そのような教師による
調整（ゲートキーピング）の質こそが、社会科授
業の質を左右する、というものである。
本稿において、あえて学習指導要領が示す内容
の配列を前提としたのは、上記のような理由によ
る。現場の教師たちに求められるのは、学習指導
要領が示す内容群を前提としつつも、その中でど
こまでの創意工夫を施すことができるのかという
ことであり、そのためには、どのような目標を意
識して単元や授業づくりを行うのかということに
ついての自分なりの見解を持つことが重要である
と考える。本稿で述べてきたように、小学校社会
科の場合、「学習の発展」や「見方考え方の成長」
を意識することによって、学習指導要領が示すそ
れぞれの内容を関連させることができるし、そこ
にこそ質の高いゲートキーピングの可能性が秘め
られていると考える。提示した改善プランはその
一例である。
